









































































































































































































































































































































一・一 loda1 shape in　water（H＝8D）
一一一 loda1 shape in　water〔H＝9D）
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Fig．6　Relative　acceleration　responses　of　the　elastic
　　　　cylindrical　tower　with　various　water　levels
　　　　（Type　2－A）
なる円盤A，Bをもつ構造物の固有振動数をTable　4
一（a），（b）に示す。Table　4一（a），（b）には，実験結
果を併記してあるが，いずれの場合もFEMによる結
果と実験値はよく合致している。このような変断面の
構造物に対しても有限要素法による解析が有効である
ことが確認できる。Fig．5は水深の変化に伴う固有
振動形を変動を示すものである。円盤のない場合と比
較すると先端の振幅に比べて，中間部分の振幅が小さ
くなる。
　4．動的応答解析
　正弦波地動加速度が作用する場合の加速度応答倍率
をType　2－Aについて示せば，　Fig．6の結果を得る。
図において。横軸は無次元加振円振動数ω／ω1　（こ
こに，ω：加比年振動数），縦軸は加速度の応答倍率
である。式（11）で示したように，流体中では構造物の固
有振動数が減少するので，共振点は水深の増加ととも
に低い振動数領域へ移動する。また，減衰定数も減少
するので，加速度の応答倍率は空気中よりも大きくな
る。したがって，図中の実線のような応答曲線が得ら
れる。Fig．6には，強制振動実験の結果も併記して
いる。これによれば，最大応答は水深の増加とともに
減少する傾向にある。このように，最大応答について
は解析値と実験値は全く異った結果を与える。解析で
は，流体の粘性を無視しているので，流体による減衰
力が評価されていないためと思われる。流体による減
衰については，文献3）の実験で詳しく検討する。
　5．まとめ
　本研究は，固定式海洋構造物の地震応答解析の基礎
資料を得るために，軸対称構造物の固有振動解折を行
い，実験結果と比較したものである。得られた結果を
まとめると次のとおりである。
（1）流体中の構造物の固有振動数は，水没体積の増加
に伴って減少する。固有振動数の解析値は実験値とよ
く合致する。したがって，流体中の構造物の固有振動
解析にあたっては，波動方程式を解いて動水圧を求め
る方法で十分である。
（2）流体中の構造物の固有振動形は水没体積の増加に
伴って変化する。この変動は，振動次数によって異な
る。1次振動については両者の差異は小さいが，2；
3次振動については両者の差が大きくなって，流体中
の振幅が小さくなる。
（3）1次振動の固有振動数については，動水圧を静荷
重に置き換えて片持ちはりに載荷した場合の静的たわ
み形を用いて予測することができる。
（4）流体の粘性を無視した解析によれば，流体中の構
造物の減衰定数は空気中よりも小さくなるために，動
的応答は空気中よりも大きくなる。しかし，実験では
逆に応答は減少する。流体による減衰効果を別途評価
する必要がある。
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